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　決算審査特別委員会は、　月10日、11日、12日の　日間にわたり、開催し審査を行いました。9 3
　今回、執行部から新たに市政報告書を作成いただき、事前に新規事業や重要な事業について、
効率的にチェックを行うことができました。
　委員からは下記内容の意見が示されました。

決算審査特別委員会
◎角田　憲治　◯石岡　祐二　他委員14名※
（※議会選出監査委員を除く）

決
算
審
査
特
別
委
員
会

財政の健全化と経営感覚

従前の公的な財政分析及び事業評価に加えて、
民間経営や企業会計の視点による、事業費精
査や決算分析を、緻密に行うこと。

収納対策

収納率向上のために、口座振替は極めて有効
な手段であり、「口座振替キャンペーン」等促
進に向けての、取り組みを強化。

市有財産

さくら市ミュージアム荒井寛方記念館の収蔵
品の他、出先機関を含め、市で管理する公共
施設で保有している、美術作品や歴史史料の
適切な管理保管を。 待機児童解消

今後（来年）の幼児保育無償化の動向を見据
えて、さらに効果的な手法・対応を、早急に
検討を。菜っ葉館の運営

年々売り上げが減少している現状の中で、市
営直売所としての行政（経営）責任において
早急に対策を。

執行率向上

市民活動助成事業、各種検診及び予防接種事
業、給付型奨学金事業などの各種補助事業に
ついて、予算に対する執行率、利用率が低い
事業が数多く見られる。一般市民や対象者に
対する周知方法、手続方法を工夫し、より効
果的な成果が得られるよう努めること。
　 経費削減の自助努力によるものに関して
は、引き続き努力を。

総合交流ターミナル施設（道の駅きつれがわ）管理事業

施設経営上の約1,400万円の赤字は非常に懸
念される。業績の向上と経営の健全化に向け
て、抜本的かつ有効な手立てを講じるよう強
く求める。

平成30年度口座振替キャンペーン

菜っ葉館

さくら市議会だより　No.55 ●2

第３回定例会のあらまし

公園施設災害復旧工事
（鬼怒川河川公園内草川用水）
公園施設災害復旧工事
（鬼怒川河川公園内草川用水）
公園施設災害復旧工事
（鬼怒川河川公園内草川用水） 万円万円

850850850 中学校施設災害復旧工事
（氏家中学校サッカー場）
中学校施設災害復旧工事
（氏家中学校サッカー場）
中学校施設災害復旧工事
（氏家中学校サッカー場）

　平成30年第3回定例会が9月4日から9月26日まで開催され、平成30年度一般会計
補正予算等の議案13件、追加議案2件を、原案どおり可決、認定し、4件の報告を受け、
陳情3件の審議を行いました。一般質問では8名が登壇し市政について問いました。

上程された主な議案上程された主な議案

2,000万円
2,470万円
1,100万円
870万円

150万1千円
372万6千円
2,376万円
325万円
554万円

850万円
3,000万円

850万円
3,000万円

4,600万円

4,600万円

追加議案追加議案
一般会計補正予算（第4号）
主な歳入補正
〇公園施設災害復旧事業費【市債】
〇公立学校施設災害復旧事業費【市債】

主な歳出補正
〇公園施設災害復旧工事
〇中学校施設災害復旧工事

氏家都市計画事業上阿久津台地土地区画整理事
業特別会計補正予算（第1号）
主な歳入補正
〇土木施設災害復旧事業費【市債】

主な歳出補正
〇土木施設災害復旧工事

一般会計補正予算（第3号）
主な歳入補正
〇さくら市観光交流施設整備基金【繰入金】
〇市道整備事業費【市債】
〇鬼怒川河川公園遊具更新事業費【市債】
〇氏家駅西近隣公園遊具更新事業費【市債】　　
　
主な歳出補正
〇シティプロモーション事業
〇子ども・子育て支援事業計画策定事業
〇総合交流ターミナル施設維持管理事業
〇非常勤講師活用事業
〇小学校施設補修整備事業

・議案一覧及び賛否の公表につ
いては市HPをご覧ください
「さくら市ホームページ→
  さくら市議会→定例会→
  議案審議結果」

中学校施設災害復旧工事

万円
3,000

万円万円
3,0003,0003,000

公立学校施設災害復旧事業費

第
3
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

平成30年度 補正予算 の概要 （単位：円）
予算総額補正額会計区分

188億9,944万　千46,286万　千9（第　号）3
一般会計

189億3,794万　千43,850万 　（第　号）4

　億8,788万　千4 34,600万 　氏家都市計画事業上阿久津台地
土地区画整理事業特別会計（第　号）1

42億1,196万　千9250万　千1国民健康保険特別会計（第　号）1
31億413万　千71,155万　千4介護保険特別会計（第　号）1

政務活動費について　さくら市議会は支給されておりません。
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企
業
会
計
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
利
点
は
。

複
式
簿
記
及
び
発
生
主
義
の
採
用
と
な
る
の
で

よ
り
経
営
状
況
の
把
握
が
で
き
る
。
ま
た
資
産

関
係
が
勘
案
さ
れ
る
の
で
、
財
政
状
況
の
把
握
が
で

き
る
。

QA
休
業
日
数
分
を
考
慮
し
、
有
効
期
限
を
延
長
す

る
こ
と
で
対
応
す
る
。

A
道
の
駅
の
温
泉
濾
過
設
備
改
修
工
事
に
よ
り
、

休
業
す
る
期
間
中
の
、
年
間
温
泉
利
用
券
を

持
っ
て
い
る
方
へ
の
対
応
は
。

Q
温
泉
棟
空
調
設
備
更
新
工
事
を
は
じ
め
と
す

る
他
工
事
と
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
か
ら
約

1
ヵ
月
半
を
想
定
し
て
い
る
が
、
少
し
で
も
工
期
短

縮
で
き
る
よ
う
施
行
業
者
と
調
整
を
図
っ
て
い
く
。

A
改
修
工
事
期
間
は
約
1
ヵ
月
半
と
の
事
で
あ
る

が
長
す
ぎ
な
い
か
。

Q

建設経済常任委員会
◎岡村　浩雅　◯若見　孝信
　小菅　哲男・角田　憲治・矢澤　功

議
案
第
1
号　

さ
く
ら
市
下
水
道
事
業
に
お
け

る
地
方
公
営
企
業
法
の
規
定
の
適
用
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

平
成　

年
度
さ
く
ら
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

30

3
号
）［
所
管
分
］

上阿久津台地土地区画整理事業地内調整池被災箇所

建
設
経
済
常
任
委
員
会

○
向
河
原
浄
水
場

○
鬼
怒
川
河
川
公
園
内
草
川
用
水
被
災
箇
所

○
上
阿
久
津
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
調
整

池
被
災
箇
所

○
さ
く
ら
テ
ラ
ス（
駅
前
展
示
館
）

現
地
調
査

向河原浄水場
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総務常任委員会
◎笹沼　昭司　◯加藤　朋子
　石原　孝明・石岡　祐二・渋井　康男・手塚　定

文教厚生常任委員会
◎大河原　千晶　◯福田　克之
　永井　孝叔・大橋　悦男・鈴木　恒充・小堀　勇人

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
事
業
は
全
て
業
者
に
委

託
す
る
の
か
。

今
年
度
の
計
画
策
定
前
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
つ
い
て
は
委
託
す
る
が
、

来
年
度
の
計
画
作
成
で
は
職
員
が
係
わ
る
。

QA
国
民
年
金
事
務
委
託
金
が
交
付
さ
れ

る
自
治
体
と
さ
れ
な
い
自
治
体
の
基

準
は
。
Q

小
中
学
校
の
小
荷
物
専
用
昇
降
機
の

ワ
イ
ヤ
ー
の
交
換
等
に
対
し
て
メ
ー

カ
ー
の
補
償
や
適
用
保
険
は
。

明
確
な
基
準
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

AQ
部
品
の
老
朽
化
や
摩
耗
に
よ
る
傷

み
な
ど
に
つ
い
て
は
、
補
償
や
保
険

の
対
象
で
は
な
く
、
使
用
者
側
の
市
に
お

い
て
修
繕
し
て
い
る
。

A

○
上
阿
久
津
台
地
土
地

区
画
整
理
事
業
地
内

調
整
池
被
災
箇
所

○
鬼
怒
川
河
川
公
園
内

草
川
用
水
被
災
箇
所

○
さ
く
ら
テ
ラ
ス（
駅

前
展
示
館
）

○
氏
家
中
学
校（
小
荷
物

専
用
昇
降
機
、サ
ッ

カ
ー
場
被
災
箇
所
）

現
地
調
査

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
を
考
え
て
い
る
の
か
。

イ
ベ
ン
ト
の
内
容
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
検
討
し
て

い
く
。

QA
現
在
、
交
通
指
導
員
は
何
名
い
る
の
か
。
ま
た
そ
の

報
酬
額
は
い
く
ら
か
。

Q
各
学
校
の
要
請
に
基
づ
い
て
設
置
し
て
お
り
、
現
在

の
指
導
員
数
は　

名
と
な
っ
て
い
る
。
報
酬
月
額
は

20

4
5
、0
0
0
円
で
あ
る
。

A
　

継
続
審
査

陳
情
第
8
号　

患
者
負
担
を
増
や
さ

な
い
こ
と
を
求
め
る
国
へ
の
意
見
書

提
出
に
関
す
る
陳
情
書

　

不
採
択
。（
全
会
一
致
）

陳
情
第
9
号　

難
病
医
療
費
助
成
制

度
の
改
善
を
求
め
る
国
へ
の
意
見
書

提
出
に
関
す
る
陳
情
書

　

不
採
択
。（
全
会
一
致
）

総
務
常
任
委
員
会
・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

さくらテラス駅前展示館「ホンダＦ1パワーユニット展示」

議
案
第
2
号　

平
成　

年
度
さ
く
ら
市
一
般
会
計
補

30

正
予
算　
（
第
3
号
）［
所
管
分
］

陳
情
第　

号
「
東
海
第
二
原
発
の
稼
働
延
長
を
認
め
な

10

い
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
」

南小学校小荷物専用昇降機

○
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設　

「
元
気
の
で
る
里
」

○
氏
家
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
場
被
災
箇
所

○
南
小
学
校　

小
荷
物
専
用
昇
降
機

○
さ
く
ら
テ
ラ
ス（
駅
前
展
示
館
）

現
地
調
査

議
案
第
2
号　

平
成　

年
度
さ
く
ら

30

市
一
般
会
計
補
正
予
算　
（
第
3
号
）

［
所
管
分
］
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一
般
質
問　

こ
こ
が
聞
き
た
い

一 般 質 問 ここが聞きたい

永井　孝叔 
　　　　　　　議員

QRコード
（動画配信）

一般質問の自粛について　小菅議長・石原副議長・矢澤議会運営委員会委員長は議会の円滑な進行のため、また、

ん
で
い
く
。

　

生
活
環
境
の
保
全
に
お
い

て
は
、
ご
み
の
な
い
美
し
い

ま
ち
の
確
保
、
ご
み
の
排
出

量
の
削
減
、
住
み
よ
い
、
安

心
・
安
全
な
住
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
。

　

環
境
教
育
、
環
境
交
流
の

推
進
に
お
い
て
は
、
環
境
に

関
す
る
情
報
の
発
信
、
環
境

学
習
の
推
進
、
環
境
保
全
に

向
け
た
広
域
連
携
を
推
進
し

て
い
く
。

　

大
野
地
区
の
悪
臭
問
題
に

つ
い
て
は
、
継
続
的
に
原
因

者
に
働
き
か
け
等
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
県
農
政
部
局

を
初
め
と
す
る
各
種
関
係
機

関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

対
応
し
て
い
く
。

自
然
環
境
の
保
全
に
お

い
て
は
、
本
市
の
豊
か
な

自
然
環
境
、
里
地
里
山
を
保

全
、
活
用
し
、
次
世
代
へ
の
承

継
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

地
球
環
境
の
保
全
に
お
い

て
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止

に
向
け
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
推
進
に
取
り
組

第
2
次
環
境
基
本
計
画

に
掲
げ
る
環
境
像
で
あ

る
「
身
近
な
自
然
を
大
切
に

す
る
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、
今

後
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
展

開
し
て
い
く
の
か
。

　

ま
た
、
大
野
地
区
の
悪
臭

問
題
の
解
決
に
向
け
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

A Q

◯
新
た
な
森
林
経
営
管
理
制
度
へ
の
対
応
に
つ
い
て

◯
小
学
校
の
英
語
教
育
に
つ
い
て

その他の質問

環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て

継
続
的
に
原
因
者
に
働
き
か
け
等
を
実
施
す
る

災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

る
。
各
所
管
部
署
か
ら
も
、

改
め
て
通
知
等
で
対
象
と
な

る
施
設
へ
計
画
策
定
を
促
し

て
い
る
。

災
害
時
の
避
難
施
設
と

な
る
氏
家
中
学
校
等
の

体
育
館
に
は
、
冷
暖
房
設
備

の
設
置
が
必
須
と
考
え
る
が
。

必
要
と
判
断
さ
れ
る
場

合
に
は
、
早
急
に
リ
ー

ス
等
に
よ
っ
て
、
確
保
す
る

こ
と
で
対
応
し
て
い
く
。

A Q

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
改
定
や
※

要
配
慮
者

利
用
施
設
に
係
る
避
難
確
保

計
画
の
策
定
促
進
等
に
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
か
。

水
防
法
の
改
正
に
よ

り
「
浸
水
想
定
区
域
」

が
見
直
さ
れ
、
現
在
の
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
発
行
か

ら
約
5
年
経
過
し
て
い
る
の

で
、
改
訂
作
業
を
進
め
て
い

る
。
平
成　

年
3
月
の
完
成

31

を
予
定
し
て
い
る
。

　
※

要
配
慮
者
利
用
施
設
に

係
る
避
難
確
保
計
画
の
策
定

促
進
に
つ
い
て
は
、
県
か
ら

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
各
施
設
に

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

計
画
の
作
成
に
あ
た
り
、
地

元
市
町
の
関
係
課
、
消
防
、

警
察
な
ど
の
考
え
、
意
見
を

踏
ま
え
る
も
の
と
さ
れ
て
い

A Q

※　要配慮者利用施設
　　社会福祉施設、学校、医療
施設等、主として防災上の
配慮を有する者が利用する
施設。
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一 般 質 問 ここが聞きたい

石岡　祐二
　　　　　　　議員

一
般
質
問　

こ
こ
が
聞
き
た
い

手塚監査委員は立場上、議案・事業内容を細かく審議できるため、申し合わせにより一般質問を自粛しています。

学
力
の
水
準
は
。

Q
学
力
テ
ス
ト
結
果
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
学
年
で
前

の
年
を
上
回
る
結
果
と
な
り

相
対
的
に
学
力
の
伸
び
が
確

認
で
き
た
。
中
に
は
、
ほ
ぼ

県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
近
い

学
年
も
あ
っ
た
。

A

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

行
政
部
局
で
も
I

C
T
教
育
や
幼
少
期

か
ら
の
英
語
教
育
、

課
外
ス
ク
ー
ル
等
を

初
め
、
児
童
・
生
徒

の
学
力
向
上
の
た
め

の
施
策
の
実
行
を
支

援
す
べ
く
、
努
力
し

て
い
く
。

　

ま
た
校
務
支
援
シ

ス
テ
ム
の
導
入
や
、

学
校
業
務
改
善
プ
ラ

ン
に
よ
り
、
効
果
的

な
教
育
活
動
を
推
進

す
る
取
り
組
み
を
始

め
た
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、

子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
の

確
保
や
教
職
員
が
生
き
生
き

と
働
く
職
場
環
境
づ
く
り
が

進
み
、
授
業
の
充
実
と
子
ど

も
の
学
力
向
上
に
寄
与
す
る

も
の
で
あ
る
。

進
路
を
大
き
く
指
し
示
す
の
は
ト
ッ
プ
の
役
割

教
育
の
進
化「
学
力
テ
ス
ト
県
内
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
達
成
を
目
指
す
」に
つ
い
て

学
力
向
上
の
た
め
の
取

り
組
み
と
成
果
は
。

Q
教
師
の
指
導
力
、
子
ど

も
の
学
ぶ
意
欲
、
学
習

習
慣
及
び
保
護
者
の
理
解
、

協
力
の
具
体
的
な
取
り
組
み

A

市
有
財
産
の
処
分
は
。

Q 財
源
確
保
の
た
め
の
財
産
処
分
方
法
は

土
地
の
過
去
5
年
間
の

実
績
は
、
件
数
で　

件
、

42

金
額
で
は
約
2
億
6
3
7
万

円
の
財
産
収
入
を
確
保
し
た
。

主
な
も
の
は
、
市
内
不
動
産

事
業
者
、
工
場
を
操
業
す
る

民
間
事
業
者
、
社
会
福
祉
法

人
に
売
却
し
た
。
ま
た
公
用

車
の
売
り
払
い
に
つ
い
て
は
、

過
去
5
年
間
の
実
績
で　

件
、

14

約
4
6
0
万
円
の
財
産
収
入

を
確
保
し
た
。
バ
ス
が
3
台
、

消
防
ポ
ン
プ
車
4
台
、
特
別

職
用
の
公
用
車
1
台
な
ど
の

入
札
を
実
施
し
た
。

A
売
却
で
き
る
も
の
は
。

Q

平
成　

年
度
は
、古
紙

29

の
回
収
等
の
売
上
金
6

7
1
万
円
や
、ミュ
ー
ジ
ア
ム
の

博
物
館
図
録
類
売
り
払
い
、町

史
売
り
払
い
、太
陽
光
発
電
収

入
、小
型
家
電
等
売
上
金
、給

食
関
係
で
は
廃
油
リ
サ
イ
ク
ル

売
り
渡
し
金
な
ど
で
あ
る
。

　

引
き
続
き
可
能
な
も
の
に
つ

い
て
売
却
に
よ
る
収
入
確
保
に

努
め
て
い
く
。

A
市
の
土
地
を
貸
し
て
い

る
状
況
は
。

Q
平
成　

年
度
の
決
算
額

29

で
は
、
土
地
の
貸
し
付

け
収
入
が
約
1
、8
3
1
万

円
、
建
物
貸
し
付
け
収
入
が

約
3
8
4
万
円
で
、
合
計
2
、

2
1
5
万
円
で
あ
る
。

A

QRコード
（動画配信）

課外スクールの様子（氏家中学校） 
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一 般 質 問 ここが聞きたい

加藤　朋子
　　　　　　　議員

QRコード
（動画配信）

一
般
質
問　

こ
こ
が
聞
き
た
い

①
さ
く
ら
市
の　

才
以

65

上
の
割
合
は
現
在
、

　

・
4
％
で
、
2
0
2
5
年

25に
は
2
・
5
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
、　

・
9
％
と
な
る
。

27

②
本
市
に
所
在
す
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
数
は
、
全
体

で　

ヶ
所
あ
る
。

39

　

本
市
の
特
別
養
護
老
人

A
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
今
年
度
中
に

配
置

高
齢
者
介
護
の
現
状
と
展
望
は

ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
、
平
成

　

年
5
月
時
点
で　

名
で
あ

29

32

る
た
め
、
平
成　

年
度
に
定

31

員　

名
規
模
の
広
域
型
特
別

50
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
整
備
す

る
。
今
後
は
高
齢
者
総
合
保

険
福
祉
計
画
を
3
年
ご
と
に

見
直
し
な
が
ら
計
画
的
に
施

設
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

③
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

は
、
本
市
全
域
を
担
当
す
る

第
一
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
第
二

層
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も

今
年
度
中
に
配
置
を
予
定
し

て
い
る
。

④
本
年
6
月
に
さ
く
ら
市
版

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
千

部
作
成
し
た
が
、
在
庫
が
な

い
状
況
を
踏
ま
え
来
年
も
作

成
を
検
討
し
て
い
る
。

意
形
成
が
必
要
。

②
施
設
設
備
の
問
題
等
で
早

期
の
対
応
が
難
し
い
な
ど
、

特
別
な
配
慮
が
必
要
な
児
童

に
対
し
て
は
、
指
定
校
変
更

の
届
け
出
に
よ
り
設
置
さ
れ

て
い
る
学
校
へ
の
通
学
変
更

を
認
め
て
い
る
。

◯
地
域
猫
に
つ
い
て

その他の質問

①
2
0
2
5
年
問
題
、

当
市
の
予
測
は
。

②
現
状
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

及
び
施
設
の
充
足
度
と
将
来

展
望
は
。

③
介
護
保
険
改
正
に
伴
う
新

制
度
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

④
終
活
は
。

Q

①
通
級
指
導
教
室
、
特

別
支
援
学
級
の
考
え
方

は
。

②
地
域
格
差
を
ど
う
解
消
す

る
の
か
。

Q 特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

①
障
害
の
種
類
、
程
度

の
判
断
基
準
に
基
づ
い

て
行
う
。
知
的
発
達
の
遅
滞
、

発
達
障
害
等
に
よ
り
対
人
関

係
の
形
成
、
社
会
生
活
へ
の

適
用
の
困
難
さ
が
認
め
ら
れ

る
場
合
に
は
、
特
別
支
援
学

級
が
適
当
と
判
断
さ
れ
る
。

障
害
の
種
類
、
程
度
に
よ
り

一
部
特
別
な
指
導
を
要
す
る

程
度
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

通
常
学
級
に
在
籍
を
し
な
が

ら
通
級
指
導
を
受
け
る
場
合

も
あ
る
。
ど
ち
ら
も
学
校
の

意
見
や
本
人
、
保
護
者
の
合

A

エンディングノート

さくら市議会だより　No.55 ●8

一 般 質 問 ここが聞きたい

QRコード
（動画配信）

岡村　浩雅 
　　　　　　　議員

一
般
質
問　

こ
こ
が
聞
き
た
い

◯
職
員
の
窓
口
対
応
に
つ
い
て

その他の質問

通
学
路
に
面
し
た
民
間

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
大
谷

石
塀
・
万
年
塀
な
ど
1
6
0

0
件
を
現
行
の
建
築
基
準
法

に
基
づ
き
目
視
に
よ
り
確
認
。

結
果
に
つ
い
て
は
大
谷
石
塀

で
6
3
5
件
中
5
0
6
件
が

不
適
合
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
お

い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
5

9
0
件
中
2
8
7
件
が
不
適

合
。 A

空
き
家
等
対
策
計
画
及

び
法
定
協
議
会
設
置
の

考
え
は
。

Q

調
査
方
法
と
点
検
結
果

は
。

Q

全
点
検
を
行
う
予

定
は
。
ま
た
、
基

準
を
満
た
さ
な
い

塀
の
撤
去
費
用
の

助
成
を
創
設
す
べ

き
で
は
。

ブ
ロ
ッ
ク
（
大
谷
石
）
塀
の
安
全
対
策

に
つ
い
て

本
年
度
中
に
撤
去
費
用
の
助
成
を
検
討

通
学
路
以
外
の
ブ
ロ
ッ

ク
（
大
谷
石
）
塀
の
安

Q

現
在
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
い
て
さ
く

ら
市
空
き
家
対
策
計
画
の
素

案
づ
く
り
に
着
手
、
次
年
度

に
は
特
別
措
置
法
に
基
づ
く

法
定
協
議
会
を
設
置
し
、
総

合
的
・
計
画
的
な
対
策
に
取

り
組
め
る
よ
う
臨
ん
で
い
く
。

A 空
き
家
対
策
に
つ
い
て

「
農
地
法
第
3
条
第
2

項
第
5
号
」
に
規
定
す

る
別
段
面
積
要
件
を
緩
和
し
、

「
空
き
家
＋
農
地
」の
空
き
家

対
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

Q
導
入
で
き
る
地
域
に
一

定
の
要
件
が
あ
っ
て
ど

A

こ
で
も
導
入
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
農
業
委
員
会
等
関

係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
研

究
・
検
討
し
て
い
く
。

創
設
を
県
に
対
し
て
緊
急
要

望
す
る
と
と
も
に
、
県
の
財

政
支
援
制
度
創
設
の
動
向
も

注
視
し
な
が
ら
、
本
年
度
中

に
策
定
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
く
。

今
回
の
調
査

結
果
を
も
と

に
、
安
全
点
検
を

行
う
べ
き
箇
所
等

の
情
報
を
収
集
し
、

対
応
を
検
討
し
て

い
く
。

　

撤
去
費
用
の
助

成
に
つ
い
て
は
、

財
政
支
援
制
度
の

A

通学路ブロック塀点検風景
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一 般 質 問 ここが聞きたい

角田　憲治 
　　　　　　　議員

QRコード
（動画配信）

一
般
質
問　

こ
こ
が
聞
き
た
い

副
市
長
人
事
に
つ
い
て
は
熟
慮
中

市
長
就
任
1
年
5
ヶ
月
を
経
て
の
想

い
は

Q
①
執
行
体
制
の
強
化
策

は
。

②
組
織
運
営
は
思
い
通
り
に

行
な
っ
て
い
る
の
か
。

③
議
会
と
の
関
係
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

④
組
織
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

①
市
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
向
け
て
、
各

種
の
研
修
や
大
学
で
の
受
講

の
拡
大
や
、
国
、
県
と
の
人

事
交
流
を
検
討
し
て
い
く
。

②
部
課
長
と
の
意
見
交
換
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重

要
と
考
え
、
本
年
度
か
ら
庁

議
の
他
に
毎
月
定
例
で
経
営

A

進
化
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

①
本
年
度
の
施
策
と
し

て
、
市
単
独
事
業
の
耕

作
放
棄
地
対
策
事
業
、
新
規

作
物
導
入
者
種
苗
代
補
助
事

業
、
農
道
道
普
請
事
業
の
3

事
業
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
、

さ
く
ら
市
版
の
農
地
バ
ン
ク

創
設
や
空
き
家
と
農
地
を

セ
ッ
ト
で
提
供
で
き
る
仕
組

み
の
確
立
を
検
討
す
る
。

②
農
業
経
営
の
効
率
化
に
つ

い
て
は
、
目
標
と
な
る
農
事

組
合
法
人
が
身
近
に
あ
り
県

か
ら
表
彰
を
受

け
て
い
る
。

　

市
と
し
て
も

こ
の
よ
う
な
事

例
を
参
考
に
、

集
落
営
農
や
営

農
の
集
団
化
を

積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
。

①
農
産
物
売
上　

倍
へ

1.2

の
取
り
組
み
状
況
と
今

後
の
見
込
み
は
。

②
農
業
経
営
の
効
率
化
の
た

め
に
集
落
営
農
及
び
営
農
集

団
化
の
考
え
は
。

Q

会
議
を
開
催
し
、
市
政
課
題

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
て
い

る
。

③
議
員
か
ら
随
時
有
意
な
政

策
提
言
も
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
真
摯
に
受
け
止
め
て
、

目
的
達
成
に
向
け
て
努
力
し

て
い
く
。

④
市
民
が
利
用
し
や
す
く
、

か
つ
効
率
的
な
事
務
執
行
を

目
指
し
、
具
体
的
に
は
市
民

福
祉
部
の
分
割
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
。

A

道の駅きつれがわ農産物直売所

さくら市議会だより　No.55 ●10

一 般 質 問 ここが聞きたい

福田　克之
　　　　　　　議員

一
般
質
問　

こ
こ
が
聞
き
た
い

「さくら市コミュニティ・スクール」
に関する研修会

QRコード
（動画配信）

①
D
C
本
番
を
終
え
て

の
本
市
の
成
果
に
つ
い
て
。

②
今
後
の
課
題
と
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

③
今
後
の
県
や
他
市
町
と
の

連
携
に
つ
い
て
。

Q
①
本
市
の
D
C
期
間
中

の
7
つ
の
イ
ベ
ン
ト
来

場
者
の
合
計
は
3
万
6
0
0

人
で
、
昨
年
度
の
1
・
4
倍

の
結
果
だ
っ
た
。

②
今
後
は
、
魅
力
向
上
に
向

け
た
磨
き
上
げ
、
情
報
発
信

の
重
要
さ
を
認
識
し
て
情
報

発
信
の
体
制
を
高
め
た
い
。

③
県
、
他
の
市
町
と
タ
ッ
グ

を
組
ん
で
、
観
光
交
流
人
口

倍
増
を
念
頭
に
引
き
続
き
魅

A

①
現
在
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
。

②
今
後
の
考
え
方
と
進
め
方

に
つ
い
て
。

Q

校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く

り
」「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
」「
地
域
学
校
協
働
活
動
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
学

校
と
地
域
が
一
層
元
気
に
な

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

ラ
ン
キ
ン
グ
の
算
出
指

標
変
更
に
主
眼
を
お
い

た
本
市
の
分
析
に
つ
い
て
。

Q
今
回
の
算
出
指
標
変
更

に
と
も
な
い
、
本
市
で

は
利
便
性
は
上
昇
、
安
心
度

は
下
降
と
い
う
こ
と
で
若
干

変
動
は
あ
っ
た
が
、
ラ
ン
キ

ン
グ
付
け
に
は
大
き
く
影
響

し
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。

A

①
モ
デ
ル
校
で
あ
る
氏

家
小
学
校
・
熟
田
小
学

校
の
P
T
A
役
員
と
学
校
評

議
員
を
対
象
と
し
た
説
明
会

を
7
月
に
開
催
、
8
月
に
は

市
内
教
職
員
と
保
護
者
を
対

象
に
研
修
会
を
実
施
し
た
。

②
今
後
は
準
備
委
員
会
を
開

催
し
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
先
進

地
視
察
を
行
な
い
た
い
。

　

実
際
の
運
営
で
は
、
さ
く

ら
市
の
特
色
と
し
て
、「
学

A コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

来
年
4
月
に
本
格
実
施

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ

ン
グ
に
つ
い
て

※

D
C（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
）の
検
証
に
つ
い
て

力
度
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

※　DC（デスティネーション
　　キャンペーン）
　　ＪＲグループ旅客　社（北海6
道・東日本・東海・西日本・
四国・九州）と、指定された
自治体、地元の観光事業者
等が共同で実施する大型観
光キャンペーン。ポピーまつり（DCキャンペーン中に行ってみたい場所ランキング　県内第1位） 
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笹沼　昭司
　　　　　　　議員

QRコード
（動画配信）

一 般 質 問 ここが聞きたい

一
般
質
問　

こ
こ
が
聞
き
た
い

①
鳥
類
に
よ
る
被
害
は
、

水
稲
の
播
種
期
か
ら
定

植
期
に
か
け
て
の
被
害
、
果

樹
等
の
カ
バ
ー
へ
の
被
害
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
本
年
5

月
に
実
施
し
た
一
斉
捕
獲
で
、

カ
ラ
ス
2
6
0
羽
、
カ
ル
ガ

モ　

羽
を
捕
獲
し
た
。
今
年

83
4
月
か
ら
ハ
ク
ビ
シ
ン
被
害

は
4
件
。
納
屋
、
倉
庫
内
の

A
①
最
近
の
有
害
鳥
獣
の

被
害
状
況
は
。

②
さ
く
ら
市
の
猟
友
会
会
員

は
何
人
か
。

③
矢
板
市
、
塩
谷
町
、
高
根

沢
町
で
は
「
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
」
を
設
置
し
て
い
る

が
、
さ
く
ら
市
は
。

Q
被
害
は
増
加
傾
向
に
あ
る

鳥
獣
被
害
に
つ
い
て

保
管
果
樹
食
害
や
畑
作
物
の

食
害
で
あ
る
。
イ
ノ
シ
シ
被

害
は
4
件
、
目
撃
情
報
が
3

件
で
、
圃
場
や
畑
の
あ
ぜ
道

や
の
り
面
へ
の
被
害
、
畑
の

農
作
物
食
害
で
あ
る
。
鳥
獣

被
害
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

②
現
在
氏
家
地
区
が　

名
、

21

喜
連
川
地
区
が
7
名
。

③
設
置
に
は
、
隊
の
主
力
と

な
る
猟
友
会
員
を
確
保
・
増

員
、
地
元
住
民
の
積
極
的
な

参
加
が
必
要
と
な
る
。
今
後

の
被
害
状
況
の
動
向
を
見
な

が
ら
、
設
置
に
向
け
た
検
討

を
進
め
て
い
く
。

①
贈
与
税
を
財
源
と
し
、

ど
の
よ
う
な
森
林
整
備

を
行
っ
て
い
く
の
か
。

②
「
木
育
」
に
つ
い
て
、
森

林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）
か

ら
一
定
額
を
充
て
て
は
ど
う

か
。

③
『
と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ

く
り
県
民
税
』
が
導
入
さ
れ

て
い
る
が
、
違
い
は
。

④
「
森
林
経
営
管
理
法
」
に

つ
い
て
法
の
趣
旨
を
ど
う
と

ら
え
て
い
る
か
。
ま
た
市
の

新
た
な
役
割
は
。

Q 森
林
環
境
譲
与
税（
仮
称
）及
び
森
林
経
営
管
理
法
に
つ
い
て

①
お
丸
山
の
北
側
斜
面

や
さ
く
ら
ロ
ー
ド
沿
い
、

松
山
地
区
を
中
心
に
広
が
る

丘
陵
地
帯
な
ど
市
内
各
所
の

針
葉
樹
林
を
桜
等
の
広
葉
樹

へ
の
樹
種
転
換
す
る
事
業
を

A

進
め
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

②
今
後
、
譲
与
税
の
使
途
と

し
て
木
育
に
関
す
る
事
業
が

可
能
と
な
れ
ば
、
さ
ら
に
内

容
を
拡
大
し
て
推
進
し
て
い

く
。

③
具
体
的
な
事
業
内
容
等
が

未
定
で
あ
る
た
め
、
県
で
は

す
み
分
け
を
調
整
中
で
あ
る
。

④
地
元
自
治
体
で
森
林
の
適

正
な
管
理
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。

市
の
役
割
と
し
て
、
平
成　
31

年
度
か
ら
民
有
林
所
有
者
の

意
向
確
認
作
業
を
行
い
、
市

へ
委
託
を
希
望
す
る
山
林
の

確
認
、
林
業
経
営
に
適
し
た

森
林
は
事
業
者
へ
、
適
さ
な

い
森
林
は
市
が
管
理
事
業
を

直
接
実
施
す
る
こ
と
へ
と
そ

れ
ぞ
れ
進
め
て
い
く
。

◯
民
生
児
童
委
員
に
つ
い
て

◯
水
道
管
の
耐
震
化
に
つ
い
て

その他の質問
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一 般 質 問 ここが聞きたい

QRコード
（動画配信）

一
般
質
問　

こ
こ
が
聞
き
た
い

大河原 千晶
　　　　　　　議員

公
共
交
通
の
再
構
築
に

向
け
た
取
り
組
み
状
況

と
方
向
性
に
つ
い
て
現
在
の

考
え
は
。

Q
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
に
策
定
を
し

22

た
「
地
域
公
共
交
通
総
合
連

携
計
画
」に
基
づ
い
て
整
備
を

進
め
て
き
た
が
、
昨
年　

月
10

に
う
じ
い
え
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

運
行
区
域
を
旧
氏
家
町
の
全

域
に
拡
大
し
た
と
い
う
こ
と
に

よ
り
、
大
き
な
節
目
を
迎
え

た
。
現
在
新
た
な
需
要
、
特

に
氏
家
・
喜
連
川
間
の
移
動

手
段
の
強
化
に
係
る
要
望
増

を
鑑
み
、
公
共
交
通
の
制
度

全
般
の
再
構
築
を
図
り
、
そ

A

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て

い
る
か
、
ま
た
そ
の
課
題
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
方
策
を

と
っ
て
い
る
か
。

①
新
住
民
に
対
し
て
の
加
入

促
進
な
ど
の
対
応
は
。

②
加
入
し
て
い
る
人
と
、
し

て
い
な
い
人
の
対
応
の
違
い

は
。 Q

①
転
入
時
に
市
役
所
窓

口
で
行
政
区
加
入
を
勧

め
た
り
、
民
間
事
業
者
が
住

宅
開
発
す
る
際
に
は
、
業
者

の
方
か
ら
行
政
区
長
に
連
絡

を
と
る
な
ど
し
、
加
入
を
働

き
か
け
て
い
る
。

　

ま
た
広
報
紙
、
チ
ラ
シ
等

で
の
呼
び
か
け
や
行
政
区
長

会
議
等
で
も
、
加
入
促
進
の

A

取
り
組
み
を
お
願
い
し
て
い

る
。

②
行
政
に
は
公
平
性
が
求
め

ら
れ
る
の
で
、
対
応
に
差
が

出
る
と
い
う
こ
と
は
基
本
的

に
は
な
い
。

　

各
行
政
区
単
位
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
非

常
に
重
要
で
あ
る
と
捉
え
、

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

「
さ
く
ら
市
の
暮
ら
し
懇
談

会
」
な
ど
を
通
じ
て
、
様
々

な
地
域
の
声
に
耳
を
傾
け
、

各
地
域
で
の
暮
ら
し
を
楽
し

め
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
策
定
を
目
指
す

公
共
交
通
に
つ
い
て

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
し
て

2
0
1
9
年
度
に
「
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
」
の
策

定
を
目
指
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
宇
都
宮
大
学

と
連
携
を
し
て
公
共
交
通
再

編
に
向
け
た
基
礎
分
析
を
実

施
し
て
い
る
が
、
同
時
並
行

行
政
区
の
あ
り
方
と
課
題
に
つ
い
て

的
に
、
よ
り
早
く
短
期
的
な

制
度
の
見
直
し
を
来
年
4
月

か
ら
段
階
的
に
で
も
図
る
べ

く
指
示
を
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
要
望
の
多
い
、

通
院
目
的
で
の
喜
連
川
地
区

か
ら
氏
家
地
区
へ
デ
マ
ン
ド

交
通
に
よ
る
移
動
実
現
の
た

め
、
庁
内
で
試
案
を
作
成
し
、

関
係
す
る
事
業
者
等
と
協
議

を
開
始
し
た
。

デマンド交通
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議
会
報
告
会
の
結
果

議会報告会の結果

市長への報告

　

平
成　

年
8
月　

日（
金
）、

30

24

喜
連
川
商
工
会
館
に
て
「
議
会

報
告
会
2
0
1
8
」
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

5
年
目
を
迎
え
た
議
会
報
告

会
で
は
、
平
成　

年
に
行
わ
れ

30

た
定
例
会
の
審
議
内
容
と
そ
の

結
果
、
各
種
委
員
会
の
活
動
内

容
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
道
の
駅
き
つ
れ

が
わ
に
つ
い
て
」・「
お
丸
山
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
意
見
交
換
会

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
リ

ー
ト
ー
ク
に
お
い
て
も
要
望
や

質
問
が
多
く
出
さ
れ
、
活
発
な

話
し
合
い
が
も
た
れ
ま
し
た
。

さ
く
ら
市
議
会
報
告
会
を
開
催

ア ン ケ ー ト の 結 果
平成30年　月24日（金）　喜連川商工会館8
来場者数　44名　　アンケート回答者数　25名（回収率56.8％）

議会だよりを読んでいるか 議会の情報入手先（複数回答）性別

市の
ホームページ
10%

その他 3％

読んでいる
96%

議会ホームページ
2％

友人・知人 2%

男性
100％

議会の傍聴
7％

特になし 6％読んでいない 4%

議会だより
74%

議会報告会の情報入手先（複数回答） 年代動画配信を見ているか

その他 3％

議会だより
39%

見ている
28%

その他 5% 無回答 4%

50代
20%

60代
40%

見ていない
68%広報さくら

32%

回覧板
20% 70代以上

40%

議会報告会の満足感 開催日時について意見交換会の感想

不満足 4%

満足
48%

満足
40%

無回答
20%

無回答 4%

満足
56%

不満足
12%

不満足
12%

どちらでもない
40%どちらでもない

28%

どちらでもない
36%

◯
ご
意
見
、
ご
要
望
の
結
果
に
つ
い
て
は
市
長
に
報
告
い
た
し
ま
し
た
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
市
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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議会レポート・議会の動き

議
会
レ
ポ
ー
ト
・
議
会
の
動
き

　

県
内
市
議
会
の
情
報
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

●
塩
谷
広
域
行
政
組
合
議
会

全
員
協
議
会
・
臨
時
会

　

7
月
5
日

・
小
菅　

哲
男　

議
長

・
渋
井　

康
男　

議
員

・
角
田　

憲
治　

議
員

・
手
塚　
　

定　

議
員

・
矢
澤　
　

功　

議
員

　

県
北
五
市
（
大
田
原
・
矢

板
・
那
須
塩
原
・
さ
く
ら
・

那
須
烏
山
）
で
開
催
す
る
議

長
会
議
へ
出
席
し
、
情
報
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

●
決
算
審
査

　

7
月　

・　

・　

・　

・

18

20

23

25

　
　

・　

日

27

30

・
手
塚　
　

定　

議
員

　

塩
谷
管
内
市
町
（
矢
板
・

塩
谷
・
さ
く
ら
・
高
根
沢
）

で
開
催
す
る
議
長
会
議
へ
出

席
し
、
情
報
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

●
例
月
現
金
出
納
検
査

　

8
月　

日
、
9
月　

日

28

25

・
手
塚　
　

定　

議
員

●
定
例
監
査

　

9
月　

日
28

・
手
塚　
　

定　

議
員

●
7
月　

日
31

　

さ
く
ら
市
内
で
合
宿
を

行
っ
た
「
知
的
障
が
い
者

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
チ
ー

ム
」
が
、
表
敬
訪
問
に
訪
れ

ま
し
た
。

7
月

2
日　

議
会
運
営
委
員
会
視
察
研
修（
～
3
日
）

4
日　

栃
木
県
議
会
県
土
整
備
委
員
会　

現
地

調
査

5
日　

塩
谷
広
域
行
政
組
合
議
会
全
員
協
議
会
・

臨
時
会

　
　
　

平
成　

年
度
国
道
4
号
栃
木
県
北
部
地

30

域
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

6
日　

議
会
広
報
委
員
会

9
日　

議
会
議
員
全
体
研
修（
～　

日
）

10

　

日　

さ
く
ら
市
公
共
下
水
道
審
議
会
委
員
委

11

嘱
及
び
審
議
会

　
　
　

監
査
委
員
視
察
研
修（
～　

日
）

13

　

日　

平
成　

年
度
国
道
2
9
3
号
整
備
促
進

12

30

期
成
同
盟
会
通
常
総
会

　
　
　

農
政
懇
談
会

　

日　

氏
家
商
工
ま
つ
り
実
行
委
員
会

13
　

日　

議
員
全
員
協
議
会

17
　
　
　

議
会
報
告
会
検
討
委
員
会

　
　
　

議
会
報
告
会
運
営
会
議

　
　
　

議
会
広
報
委
員
会

　

日　

決
算
審
査（　

日
・　

日
・　

日
・　

日
・

18

18

20

23

25

　
　
　
　

日
・　

日
）

27

30

　

日　

第
2
9
7
回
栃
木
県
市
議
会
議
長
会
議

19
　

日　

議
会
広
報
委
員
会

20
　

日　

氏
家
商
工
ま
つ
り

21
　

日　

長
野
県
茅
野
市
議
会
経
済
建
設
委
員
会

25

視
察
来
訪

　

日　

平
成　

年
度
さ
く
ら
市
広
島
平
和
記
念

26

30

式
典
中
学
生
派
遣
事
業
結
団
式

　

日　

第　

回
栃
木
県
消
防
操
法
大
会

28

43

　
　
　

喜
連
川
神
社
例
大
祭
式
典

　

日　

知
的
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茅
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道
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駅
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い
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視
察
に

訪
れ
ま
し
た
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視
察
等
来
訪

エコパークしおや建設現場
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議
会
運
営
委
員
会
研
修
報
告

議会運営委員会行政視察研修報告
研修内容　平成30年　月　日～　日7 2 3

○議会運営について
【山形県 寒  河  江 市】

さ が え

　寒河江市では、平成24年　月～平成26年　8 5
月まで、議会改革検討委員会を設置し、「議員報
酬と定数」「長期病欠議員の報酬減額」「自由討
議の導入」などを検討した経緯があります。ま
た、平成28年　月からは、議会改革・活性化検5
討委員会を設置し、「各種団体との意見交換会
の開催について」「政務活動費の情報公開」「議
会基本条例の検証について」「中間改選時におけ
る議長の会派所属について」検討されています。
　その他議会改革の取り組みについては、山形
県内では　番早くタブレットを導入しＩＣＴ化1
の推進を図っています。メリット・デメリット
には個人差があるが、　 番のメリットは様々な情報や膨大な資料を、いつでも直ぐに引き出せるこ1
とであると説明がありました。様々な取り組みの中で、議会改革・活性化検討委員会において、議
会基本条例達成状況を、条文ごとに　段階で評価し、検証後の取り組みにつなげているシステムは、3
本市議会においても大変参考になる先駆的な取り組みでした。

　栗原市の議会活性化への取り組みについては、
本会議と予算･決算特別委員会の模様を、庁舎
設置のテレビ及びインターネットにおいて、ラ
イブ中継と録画の配信を行っています。また、
平成29年10月に、「あり方調査特別委員会」を
設置しており、その下に調整役の幹事会と議員
定数・ＩＣＴ化等検討分科会、議員報酬等検討
分科会、議員運営等検討分科会の　分科会を設3
置して、議会の諸課題について協議を行ってい
るとのことです。
　栗原市議会の取り組みの中では、「あり方調
査特別委員会」の仕組みが、大変興味深く本市
議会の改革においても参考になる事例でした。

○議会運営について
【宮城県栗原市】

さくら市議会だより　No.55 ●16

総務常任委員会行政視察研修報告

総
務
常
任
委
員
会
研
修
報
告

研修内容　平成30年　月26日～28日6

　京都市は、婚活支援を市の重要施策のひとつに位
置付け、京都商工会議所青年部との共催による「京
都婚活」をはじめ、非営利団体等が実施する婚活事
業に事業補助を行っています。また、市のホーム
ページ「京都style婚活web」を通じて、「セミナー
イベント」や「体験型イベント」の紹介をするなど、
出会いを求める方に様々な方面からアプローチをか
けています。
　全国的に進行する未婚化・晩婚化、またこれに伴
う少子化対策としての手本として、参考にすべきであると感じました。

○「婚活支援」について
 【京都府京都市】

　鯖江市は、市民自らが誇りややりがいを持って市
政や地域経営に直接携わることができるような仕組
みを進めており、「鯖江市市民活動によるまちづく
り推進条例」及び「鯖江市民主役条例」を市民提案
から創り上げました。その後導入された提案型市民
主役事業化制度では、公共的な事業を市民によって
精査し、民営化等の改善提案を図ることにより市民
主役事業として創出、市民の自治力を高めており、
まちづくりにおける事例として、大変参考となりま
した。

○「市民主役のまちづくり」について
 【福井県 鯖  江 市】

さば え

　金沢市は、公共施設の情報や画像等を二次利用可
能な形のオープンデータとして公開することにより、
民間業者による市民に役立つアプリケーション作成
を推進し、市民の利便性向上や地域の活性化につな
げています。
　また、公式アプリの開発やアプリコンテストの開
催など民間との協力によるテクノロジーを推進、
オープンデータによる新しい協働と交流を行ってお
り、オープンデータ取り扱いのひとつの手法として、
大変参考になりました。

○「オープンデータの取り扱い」について
 【石川県金沢市】
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検 証 どうなったんべ　あの質問は…？

「議会だより」の配置場所
●さくら市役所本庁舎 ●氏家・喜連川保健センター ●和い話い広場
●喜連川支所 ●さくら市ミュージアム 荒井寛方記念館 ●氏家福祉センター
●卯の里庁舎 ●eプラザ壱番館 ●喜連川社会福祉センター
●氏家・喜連川公民館 ●道の駅きつれがわ ●氏家・上松山・喜連川児童センター
●氏家・喜連川体育館 ●市営もとゆ温泉 ●南小学童保育センター
●氏家・喜連川図書館 ●市営露天風呂 ●さくらテラス

ご自由にご覧ください

議員が行った一般質問は、市政にどのように反映されているのでしょうか。
これまでの質問の中から取り上げて、その後の状況をお知らせします。

「氏家駅東口広場」について

以 前 は …

　氏家駅東口広場は、地域生活基盤施設事
業を活用し、氏家駅周辺の活性化と賑わい
と市民の交流の場として、平成26度にさ
くらスクエアがオープンしました。
　イベント等を通じて市民の交流の場とし
て利用されてきました。
　利用状況としては、当初の約　万人から2
年々減少傾向となり平成28年度には、約
　万　千人となりました。1 2

　昨年度は、進化プラン（ふるさとの進化）により
東口ロータリーの樹種変更を実施し、市名の由来で
もある「さくら」を　本植樹しました。6
　今年度は、さくらテラス（展示館・情報館）がオー
プンしました。さく
ら市の情報拠点、市
民の交流の場として、
ニッカウヰスキー栃
木工場、上阿久津の
彫刻屋台、ホンダＦ
　パワーユニットの1
展示等のイベントを
通じて利用者も順調
に増加しています。

平成29年第　回定例会、平成29年第　回定例会、平成30年第　回定例会の一般質問1 2 2

さくらスクエア（イベント風景）

ど
う
な
っ
た
ん
べ　

あ
の
質
問
は
…
？

展示館（ホンダＦ　パワーユニット展示）1

さくら品種：舞姫

現 状 は …
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議
員
全
体
研
修
報
告

議員全体研修行政視察研修報告
研修内容　平成30年　月　日～10日7 9

　秋田県は、全国学力･学習状況調査において、10年にわたり全国トップレベルの学力を有してい
る県として結果を出しています。鹿角市においても「鹿角市学校教育振興基本計画」に基づき、確
かな学力の育成を目指し様々な取り組みを実践している。また、身につけた基礎学力を将来社会で
の生活に活かすため、ふるさと・キャリア教育
など特色ある教育施策として推進しています。
　本市においても、気力・体力・学力No.1の教
育進化プランの中で、学力県内トップクラスに
することを施策の目標と掲げており、鹿角市の
実績を上げている先進的な取り組みを参考とし
ていきたい。

○『学力向上に向けた取り組み』について
【秋田県 鹿  角 市】

か づの

　弘前市は、全国でも屈指の桜の名所である弘前公園があり、そこにはソメイヨシノ、シダレザク
ラなど約50種2,600本の桜が咲き誇っています。毎年多くの観光客が訪れるとともに、公園内の
ソメイヨシノは樹齢100年を越すものが300本以上あり、その管理技術は日本一と絶賛されていま
す。
　今回、弘前市の桜の名所を活かした取り組みを研修し、本市の進化プランの一環である桜の郷づ
くり事業（植樹計画・管理整備等）の参考としていきたい。

○『桜の名所を活かしたまちづくりとその取り組み』について
【青森県弘前市】
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市議会だより

こ
の
町
の
良
い
と
こ
ろ

　

喜
連
川
に
移
り
住
ん
で　

年
。

11

　

大
阪
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
に
は
、

さ
く
ら
市
で
の
生
活
は
、
今
で
も

日
々
、
新
鮮
な
事
ば
か
り
で
す
。

　

引
っ
越
し
を
終
え
て
、
最
初
に

思
っ
た
こ
と
は
、
夜
が
本
当
に
静
か

で
真
っ
暗
だ
と
い
う
こ
と
。

　

暗
闇
の
中
で
、
田
ん
ぼ
の
水
に
月

の
光
が
反
射
し
て
、
海
の
よ
う
に
見

え
る
こ
と
に
感
動
し
、
土
が
浮
き
上

が
っ
て
し
ま
う
程
の
霜
柱
や
、
激
し

い
雷
な
ど
、
見
る
も
の
す
べ
て
が
、

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　

一
年
を
通
じ
て
、
次
々
に
咲
く

花
々
や
稲
の
成
長
、
畑
に
実
る
野
菜
、

虫
や
鳥
、
吹
く
風
な
ど
、
町
は
毎
日
、

色
々
な
姿
や
色
を
見
せ
て
く
れ
、
季

節
を
肌
で
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

け
れ
ど
も
、
こ
の
地
で
生
ま
れ

育
っ
た
方
と
お
話
を
す
る
と
必
ず
、

こ
こ
に
は
何
も
無
い
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
素
晴
ら
し
い
自
然
は
何
も
の

に
も
変
え
が
た
い
財
産
で
す
。

　

自
然
豊
か
な
こ
の
町
の
素
晴
ら
し

い
魅
力
を
、
自
信
を
持
っ
て
ア
ピ
ー
ル

し
て
欲
し

い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

 
中  
村 　
 
素  
美 
（
東
町
）

な
か 
む
ら 

も
と 
み

夕暮れのお丸山

▶お知らせ
　

私
た
ち
広
報
委
員
会
は
、
市
民
の
皆
様
に
わ
か
り

や
す
く
議
会
活
動
を
発
信
す
べ
く
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

や
先
進
地
視
察
な
ど
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
議
員
自
ら
編
集
作
業
を
行
う
こ
と
は
、
他

自
治
体
に
は
な
い
特
徴
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
一
般
質
問
も
質
問
者
と
別
の
議
員
が
編

集
す
る
こ
と
で
、「
第
三
の
目
」
を
大
切
に
し
て
参
り

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
点
は
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
一
旦
こ
こ
で
幕
を
閉
じ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
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（
大
河
原
千
晶
）

編
集
後
記

議会広報委員議会広報委員会会

12月　 日（月）〜3
12月20日（木）　

＊正式な日程は、後日開催する
議会運営委員会にて決定いた
します。

▶次回
12月定例会予定
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結婚祝※

町内会の集会・
旅行等の催物への
寸志・飲食物の
差入

病気見舞

入学祝・卒業祝

地域の運動会・
スポーツ大会への
飲食物等の差入

みんなで徹底しよう

これらのものも、政治家の寄附禁止の
対象となります。

贈らない！

求めない！ 受け
取らない！

三ない運動

葬儀の花輪・
供花

お祭りへの
寄附・差入

落成式・
開店祝等の
花輪

お歳暮・お年賀

香典※

※政治家本人が結婚披露宴、葬式等に自ら出席してその場で行う場合は罰則が適用されない場合があります。
※議員の初盆での御香典や寄付は、公職選挙法により禁じられています。


